
硬さ試験機　エコーチップシリーズ

｜ASTM A956 / DIN 50156 / JIS B7727 （参考）

現場・工程ライン・品質保証での硬さ試験

エフティーエスはproceqの認証を受けた
整備・校正が出来る正規代理店です。



1975年Dr.Leebとプロセク社（スイス）が開発した新しい硬さ試験機です。

エコーチップ硬さ試験機は、高い測定精度と信頼性が世界に認められ、1996年ASTM（アメリカ）規格

2007年にDIN（ドイツ)規格になりました。

日本国内でも多くの現場・工場ラインや設備保全管理に使用されています。

エコーチップとは？

測定原理

特長と用途

■特長
　　操作性に優れ個人差なく現場での測定に最適です。

　　あらゆる硬さ値に換算が可能です。（HV,HR,HB,HS など）

　　打撃方向の自動認識ができます。（360°） ※DL形を除く

■用途
　　鉄、アルミ、銅などのあらゆる材料

　　　現場管理、品質保証管理、生産工程上の全数管理 など

坑口装置

鍛造品

溶接、熱影響部



Equotip550

エコーチップ550は、新世代のデュアルプロセッサ搭載のフルカラータッチスクリーンを採用。

またソフトウェアの拡張機能により今後も新型プローブへの対応が予定されています。

Piccolo2・Bambino2

タッチスクリーン機能搭載

高解像度のディスプレイで視認性が向上

分かり易いインターフェイスに改善されており

スムーズな操作が可能になりました。

多種多様なインパクト装置をご用意

測定対象物の材質・形状に応じ、インパクト装置は

あらゆる硬さに対応した7種類をご用意しています。

また薄物の測定も可能なプローブも使用可能です。

※薄物用のプローブはオプション品になります。

表示装置本体

Ｄタイプ ＤＬタイプ

■用途に合わせた2タイプのラインナップ。
　・Ｄタイプ  ・・・あらゆる製品の試験に使用できる標準型。

　・ＤＬタイプ・・・歯底、コーナー部、溶接部などに最適な先端の設置面が細長いタイプ。

■ピッコロ2はメモリー・通信機能を搭載したモデルになります。
　・平均値の設定、独自の換算補正を組込む事ができます。

　・保存データは、USBポートからPCへ簡単に転送できます。

エコーチップ ピッコロ2、バンビーノ2は表示装置とインパクト装置が一体になったコンパクトサイズ。

操作も簡単で必要最低限の機能を搭載したシンプルモデルですが、測定精度は他モデルと変わりは無く

硬さ値（HL,HV,HR,HB,HS）を表示装置に直接表示する事が可能ですので現場の高効率化に貢献します。

・ HV（ビッカース） HR（ロックウェル） HB（ブリネル） HS（ショア）の各硬さ値に換算できます。

・ 測定画面は必要な画面（グラフ、測定値、平均値など）を分割して表示する事が可能です。

・ 日本語以外の言語も対応可能です。　※出荷時は言語設定を日本語にしております。

・ インターフェイスの改善により操作性が向上しており、簡単に測定が開始できます。



エコーチップ インパクト装置

インパクトエネルギー：90Nmm
テストチップ径：φ5mm
（材質：タングステンカーバイト）

①φ30mm　②254mm

インパクトエネルギー：11Nmm
テストチップ径：φ3mm
（材質：タングステンカーバイト）

①φ20mm　②86mm

インパクトエネルギー：11Nmm
テストチップ径：φ2.8mm
（材質：タングステンカーバイト）

①φ4mm　②202mm

インパクトエネルギー：3Nmm
テストチップ径：φ3mm
（材質：タングステンカーバイト）

①φ20mm　②141mm

インパクトエネルギー：11Nmm
テストチップ径：φ3mm
（材質：多結晶ダイヤモンド）

①φ20mm　②155mm

インパクトエネルギー：11Nmm
テストチップ径：φ3mm
（材質：セラミック）

①φ20mm　②153mm

インパクトエネルギー：11Nmm
テストチップ径：φ3mm
（材質：タングステンカーバイト）

①φ20mm　②147mm



エコーチップ インパクト装置

■Portable Rockwell プローブ

Portable Rockwell プローブ用に各種冶具をご用意。

パイプなど、薄い金属で球状といった箇所でも

専用の冶具を用いれば測定が可能です。

小さいものや球状のものなど、固定が難しいものは

専用クランプを使用する事で測定ができます。

対象物を挟み込む事で片手でも簡単に操作が可能。







ISHII
スタンプ


